
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

二

七

七

号

内
閣
衆
質
一
九
〇
第
二
七
七
号

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
海
上
警
備
請
負
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
海
上
警
備
請
負
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
、
株
式
会
社
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
受
注
金
額
に

つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
同
社
の
雇
用
人
数
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
従
業
員
に
支
払
っ
た
一
日
当
た
り
の
賃
金
額
、
超
勤
や
深
夜
等
手
当
の
支
給
額

と
支
給
の
有
無
、
日
勤
と
当
直
の
実
際
の
勤
務
形
態
」
及
び
そ
れ
ら
の
「
勤
務
実
態
の
適
正
性
」
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企

業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
防
衛
省
と
し
て
は
、
受
注
者
に
対
し
、
契
約
関
係
書
類
に
お
い
て
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十

九
号
）
を
含
む
関
係
法
令
の
遵
守
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



四
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
労
働
基
準
法
の
遵
守
徹
底
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
事
業
場
に
対
す
る

監
督
指
導
等
を
通
じ
、
同
法
の
遵
守
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
防
衛
省
と
し
て
は
、
受
注
者
に
対
し
、
契
約
関
係
書
類
に
お
い
て
、
同
法
を
含
む
関
係
法
令
の
遵
守
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
と
し
て
は
、
労
働
基
準
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
割
増
賃
金
を
使
用
者
が
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
に
当
該
使

用
者
に
対
し
て
不
払
賃
金
の
支
払
を
指
導
す
る
期
間
は
、
同
法
第
百
十
五
条
に
お
い
て
賃
金
の
請
求
権
は
二
年
間
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
年
を
限
度
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
拘
束
時
間
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
待
機
の
時

間
で
あ
っ
て
も
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
あ
る
場
合
に
は
労
働
時
間
に
該
当
し
、
使
用
者
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
き
賃
金

二



を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
遵
守
徹
底
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導
等
を
通
じ
、
同
法
の
遵
守
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
以
下
「
労
働
保
険
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
労
働
保
険
の
適
用
事
業
の
事
業
主
は
、

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

そ
の
納
付
し
た
労
働
保
険
料
の
額
が
政
府
の
決
定
し
た
労
働
保
険
料
の
額
に
足
り
な
い
と
き
は
そ
の
不
足
額
を
、
納
付
し
た

労
働
保
険
料
が
な
い
と
き
は
政
府
の
決
定
し
た
労
働
保
険
料
を
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
政
府
は
、
同
法
第
二

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
主
が
同
法
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
保
険
料
又
は
そ
の
不
足
額
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
及
び
厚

生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
御
指
摘
の
「
同
社
の
こ
の
よ
う
な
対
応
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
下
請
承

三



認
の
取
消
し
等
を
含
め
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
か
ら
十
二
ま
で
に
つ
い
て

発
注
者
で
あ
る
沖
縄
防
衛
局
は
、
契
約
関
係
書
類
に
お
い
て
、
受
注
者
で
あ
る
株
式
会
社
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
海
上
警
備
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
当
該
報
告
は
、
発
注
者
と
し

て
警
備
業
務
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
警
備
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
警
備
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し

控
え
た
い
。

十
三
か
ら
十
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
沖
縄
防
衛
局
が
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
関
連
し
て
発

注
し
て
い
る
警
備
業
務
の
業
務
名
ご
と
の
①
年
度
、
②
入
札
方
式
、
③
受
注
者
、
④
業
務
内
容
、
⑤
予
定
価
格
（
消
費
税
を

含
む
。
）
、
⑥
落
札
額
（
消
費
税
を
含
む
。
）
、
⑦
落
札
率
及
び
⑧
契
約
変
更
の
理
由
（
当
該
変
更
に
よ
る
金
額
の
増
減
が

あ
る
場
合
は
そ
の
金
額
（
消
費
税
を
含
む
。
）
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

シ
ュ
ワ
ブ
（
Ｈ
�
�
）
仮
設
工
事

四



①
平
成
二
十
六
年
度

②
指
名
競
争
入
札

③
大
成
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店

④
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業

に
係
る
仮
設
工
事
及
び
警
備
を
実
施
す
る
も
の

⑤
六
十
億
八
千
六
百
四
十
二
万
三
千
百
六
十
円

⑥
五
十
九
億
六
千
百
六

十
万
円

⑦
約
九
十
七
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト

⑧
第
一
回

警
備
業
務
の
期
間
延
長
及
び
工
事
等
の
数
量
変
更
（
四
十
七
億

七
千
九
百
万
円
増
）
、
第
二
回

工
事
等
の
数
量
変
更
（
五
億
二
千
二
百
七
十
二
万
円
増
）
、
第
三
回

工
期
延
長
、
警
備

業
務
の
期
間
延
長
及
び
工
事
等
の
数
量
変
更
（
二
十
億
八
千
四
百
四
十
万
円
増
）
、
第
四
回

工
期
延
長
、
警
備
業
務
の
期

間
延
長
及
び
工
事
等
の
数
量
変
更
（
十
三
億
五
千
八
百
六
十
四
万
円
増
）
、
第
五
回

工
期
延
長
、
第
六
回

工
期
延
長
、

第
七
回

工
期
延
長
、
第
八
回

工
期
延
長
及
び
工
事
等
の
数
量
変
更
（
百
八
万
円
減
）
、
第
九
回

工
期
延
長
、
第
十
回

工
事
等
の
数
量
変
更
（
七
億
三
千
六
百
五
十
六
万
円
減
）

シ
ュ
ワ
ブ
（
Ｈ
�
�
）
海
上
警
備
業
務

①
平
成
二
十
七
年
度

②
一
般
競
争
入
札

③
株
式
会
社
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

④
キ
ャ
ン
プ

・
シ
ュ
ワ
ブ
海
上
部
に
お
い
て
必
要
な
警
備
を
実
施
す
る
も
の

⑤
二
十
四
億
七
百
九
十
万
千
八
百
九
十
六
円

⑥
二
十
三

億
九
千
四
百
八
十
一
万
九
千
六
百
十
八
円

⑦
約
九
十
九
・
四
六
パ
ー
セ
ン
ト

⑧
第
一
回

業
務
の
数
量
変
更
（
六
千
二

百
六
十
四
万
円
減
）
、
第
二
回

委
託
期
間
の
延
長
（
六
億
六
千
九
十
六
万
円
増
）

五



シ
ュ
ワ
ブ
（
Ｈ
�
�
）
陸
上
警
備
業
務

①
平
成
二
十
七
年
度

②
一
般
競
争
入
札

③
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

④
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
陸
上
部
に
お
い
て

必
要
な
警
備
を
実
施
す
る
も
の

⑤
十
九
億
三
千
七
百
九
十
八
万
四
千
四
百
二
十
二
円

⑥
十
九
億
三
千
四
百
八
万
五
千
六

百
円

⑦
約
九
十
九
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト

⑧
委
託
期
間
の
延
長
（
五
億
四
千
八
百
六
十
四
万
円
増
）

シ
ュ
ワ
ブ
（
Ｈ
�
�
）
海
上
警
備
業
務
（
そ
の
�
）

①
平
成
二
十
七
年
度

②
一
般
競
争
入
札

③
株
式
会
社
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

④
キ
ャ
ン
プ

・
シ
ュ
ワ
ブ
海
上
部
に
お
い
て
必
要
な
警
備
を
実
施
す
る
も
の

⑤
二
十
億
五
千
三
百
五
十
万
六
千
五
百
八
円

⑥
二
十
億

五
千
二
百
十
七
万
三
千
八
百
三
十
五
円

⑦
約
九
十
九
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト

シ
ュ
ワ
ブ
（
Ｈ
�
�
）
陸
上
警
備
業
務
（
そ
の
�
）

①
平
成
二
十
七
年
度

②
一
般
競
争
入
札

③
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

④
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
陸
上
部
に
お
い
て

必
要
な
警
備
を
実
施
す
る
も
の

⑤
十
五
億
八
千
六
百
三
十
七
万
八
千
五
百
二
十
円

⑥
十
五
億
七
千
三
百
十
六
万
九
千
四

十
円

⑦
約
九
十
九
・
一
七
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
、
入
札
に
つ
い
て
は
会
計
法
規
に
の
っ
と
っ
て
、
適
正
に
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六



十
六
及
び
十
九
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
い
て
、
警
備
業
務
に
関
す
る
積
算
基
準
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
取
引
の
実
例
価
格
等
を
考
慮
し
て
予

定
価
格
を
決
定
す
る
た
め
、
警
備
業
を
営
む
者
か
ら
見
積
り
を
徴
収
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
、
見
積
り
を

三
者
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
者
か
ら
辞
退
の
申
出
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
一
者
か
ら
提
出
を
受
け
た
見
積
り
を

考
慮
し
て
、
予
定
価
格
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
予
定
価
格
の
決
定
は
、
予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十

二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
条
第
二
項
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

十
七
及
び
十
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
一
般
競
争
に
付
す
る
旨
の
公
告
を
行
い
、
不
特
定
多
数
の
者
の
入
札
を
求
め
た

結
果
、
入
札
者
が
一
者
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
般
競
争
の
競
争
性
が
失
わ
れ
て
い
る
と
は
解
さ
れ
な
い
の
で
、
当
該
入

札
は
成
立
し
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
十
に
つ
い
て

競
争
入
札
で
あ
る
。

二
十
一
に
つ
い
て

七



御
指
摘
の
株
式
会
社
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
受
注
し
た
全
て
の
業
務
の
見
積
書
等
に
つ
い
て
承

知
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
十
二
に
つ
い
て

株
式
会
社
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
発
注
者
で
あ
る
沖
縄
防
衛
局
の
承
諾
を
得
た
上
で
、
株
式

会
社
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
警
備
業
務
の
一
部
を
再
委
託
し
て
い
る
が
、
警
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
警
備
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

八


